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意見交換でご発言いただきたいこと
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資料５

１ 取り組み結果報告について

– 実証実験の中間結果に関すること

– 事例調査に関すること

– 商慣習見直しアンケート調査結果に関すること

２ 取り組み事業者の拡大について

– もっとリードタイム延長に取り組む企業を増やすためには？

– もっとリードタイム延長に向けた取り組みの機運を盛り上げるには？

– 事例から明らかになったことをどう広げていくか？

– メーカー・卸はどう連携・協力していくか？

– 消費者に対して欠品を許容する意識を醸成するための啓発が求めら
れるのではないか？方法は？

３ 今後のワーキングチームの活動について

– 本ワーキングチームの次年度どのようなことに注力すべきか？

– すでに同様の取り組みを進めている組織等（例：一般社団法人日本加
工食品卸協会物流問題研究会、SM物流研究会等）との連携ができな
いか？

– その他
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参考：食品循環資源の再生利用等の促進に関する食品関連事業者の
判断の基準 改正後案（抜粋） ※現在パブリックコメント募集中
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資料５
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参考：食品リサイクル法に基づく基本方針案（抜粋） ※現在パブリック
コメント募集中
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三 食品循環資源の再生利用等の促進のための措置に関する事項

２ 官民を挙げた食品ロスの削減

イ 食品関連事業者
（前略）

（後略）
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参考：食品ロス削減推進法 基本方針（案） （抜粋）
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Ⅱ 食品ロスの削減の推進の内容に関する事項

１ 求められる役割と行動 （２）農林漁業者・食品関連事業者

② 食品製造業者

– （前略）食品の製造方法の見直しや保存に資する容器包装の工夫等により、賞
味期限 の延長に取り組む（その際、容器包装のプラスチック資源循環の推進
も考慮する。）。また、年月表示化など賞味期限表示の大括り化に取り組む。

– 食品小売業者と連携し、需要予測の高度化や受発注リードタイムの調整等に
より、サプライチェーン全体での食品ロス削減に資する適正受注を推進する。
（後略）

③ 食品卸売・小売業者

– サプライチェーン全体での食品ロス削減に資する厳しい納品期限（３分の１
ルール等）の緩和や、需要予測の高度化や受発注リードタイムの調整等によ
る適正発注の推進等の商慣習の見直しに取り組む。（中略）

– 天候や日取り（曜日）などを考慮した需要予測に基づく仕入れ、販売等の工 夫
をする。また、季節商品については予約制とする等、需要に応じた販売を 行う
ための工夫をする。
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適正発注の推進について
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リードタイム延長実施についての小売業にとってのインセンティブ

– プラス

• 物流費の削減

• 商品の安定供給性の向上（欠品の減少）

• 取引先の食品ロス削減・物流効率化への貢献

– マイナス

• 需要予測精度の低下に伴うリスク（廃棄、売上、機会損失の恐れ）

• 実施するためのコスト（システム変更、オペレーション変更）

• 他社がやらないなら自社だけやっても無駄であり損である（一斉に
小売業がリードタイム延長しないと取引先はオペレーションを変更
できない）

小売業がリードタイムを延長した契機

– 取引先からの提案・相談

– 2024年問題の認識

– 物流コスト上昇リスクの顕在化（物流業者からの値上げ通達など）
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リードタイムを延長している企業とそうでない企業は何が違うのか？

– 組織制度

• 物流部と商品部を統括する責任者がいるか/いないか

– 評価制度

• 物流コストが商品部担当者の評価に加味されているか/いないか

• 対外的な貢献（取引先、物流業界、政策への貢献など）が評価される
か/いないか

– 教育制度

• 物流2024年問題や食品ロスの問題を知ることができる機会があるか
/ないか

– 物流制度

• 自社で物流センターを持っているか/持っていないか


